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平成28年度
　　決算をお知らせします
　平成28年度（平成28年４月～平成29年３月）の決算が９月定例議会で認定されました。
　※数値については表記単位未満を端数処理しています。

一般会計とは、
福祉、道路、教
育など町が一般
行政を進めるた
めの収入、支出
を経理する会計
です。歳　入

歳　出
自主財源比率は
40.4％です。

⑤衛生費 6億8,705万円
　１人当たり 28,115円　
・感染症、生活習慣病の予防対策
・ ごみ収集・運搬、小型浄化槽
設置助成
・乳幼児健康保持、母子保健啓発

⑥公債費 6億2,542万円
　１人当たり 25,593円　

①民生費 34億2,950万円
　１人当たり 140,340円　
・保育所、福祉事務所の運営
・放課後児童クラブの運営
・障害者総合支援事業
・大型遊具等の整備

③教育費 8億7,709万円
　１人当たり 35,892円　
・熊野東中学校武道館屋根改修
・中学校給食の導入
・社会体育施設改修

②総務費 9億5,116万円
　１人当たり 38,923円　
・おでかけ号の運行
・筆の里工房の外構防水改修
・情報セキュリティ対策

④土木費 7億3,244万円
　1人当たり 29,973円　
・子育て世帯の定住促進
・道路、橋梁などの改良・維持補修
・熊野団地内都市再生整備事業

⑦消防費 2億8,726万円
　１人当たり 11,755円　
・広島市への消防事務委託
・消防団の活動・運営支援
・自主防災組織の育成支援
・災害時の備蓄物資調達

⑧その他（商工費、議会費、農林水産業費、災害復旧費、諸支出金） 5億2,194万円
　１人当たり　　　　　21,359円
・観光PRや地域情報発信　・文房四宝まつりの開催　・農道等の整備、維持管理　・豪雨災害の復旧　など

※各説明の番号は円グラフ中の番号と対応しています。
特別会計とは、特定
の事業を行うため、
一般会計とは別に、
その収入、支出を経
理する会計です。

科目・決算額
町民１人当たりの支出
・主な事業

（見方）

熊野町観光大使

■特別会計及び企業会計
会　計　名 歳　入 歳　出 差　引

国民健康保険事業特別会計 36億1,432万円 35億9,598万円 1,834万円
公共下水道事業特別会計 8億8,173万円 8億8,108万円 65万円
後期高齢者医療特別会計 6億2,002万円 6億484万円 1,518万円
介護保険特別会計 21億1,984万円 19億8,582万円 1億3,402万円

上水道事業会計
収益的収支 5億3,056万円 4億6,492万円 6,564万円
資本的収支 2,728万円 8,265万円 △5,537万円

■　一 般 会 計
歳　入　82億9,670万円
前年度比 4億8,228万円減（5.5％減）

歳　出　81億1,186万円
前年度比 4億7,286万円減（5.5％減）

⑧その他
6.4％

82億9,670万円

81億1,186万円

町税
23億7,483万円

28.6％

繰入金
3億861万円
3.7％

諸収入
2億8,653万円

3.5％
繰越金

1億9,426万円
2.4％

その他
1億8,870万円

2.2％

地方交付税
20億3,859万円

24.6％

国庫支出金
13億1,104万円

15.8％

県支出金
6億5,246万円

7.9％

町債
4億5,716万円

5.5％

その他
4億8,452万円

5.8％

①民生費
42.3％

②総務費
11.7％

③教育費
10.8％

④土木費
9.0％

⑤衛生費
8.5％

⑥公債費
7.7％

⑦消防費
3.6％

～熊野町の平成28年度の決算を身近な金額にたとえると～

●主な整備事業　※建設事業費全体では７億7,910万円を支出しています。
中学校給食導入事業

事業費　6,187万円
　町立中学校に給食用リフトを設置
し、平成28年12月１日から、町立小
学校と同様に希望選択制のデリバ
リー方式による給食を開始しまし
た。

大型遊具等整備事業

事業費　5,330万円
　子育て世代が気軽に遊べる施設とし
て、くまの・みらい交流館広場に大型複
合遊具などを整備し、西部ふれあい広場
の第１期整備工事として、既存建物の撤
去やフェンスの設置などを行いました。

町道山崎線等改良事業

事業費　3,362万円
　歩行者の安全性を確保するため、一部
離合が困難であった町道山崎線を改良し
ました。また、高齢化社会に適応した市街
地の環境づくりを目的として、熊野団地内
の老朽化した道路側溝を整備しました。

■平成28年度決算に基づく財政の健全性に関する比率について
　平成28年度決算に基づく健全化判断比率および資金不足比率は、下表のとおりです。
　当町では、「健全化判断比率」および「資金不足比率」は、いずれも「早期健全化基準」 
または「経営健全化基準」を下回り、健全財政を維持しています。
　なお、この健全化判断比率などの詳細は、ホームページでご覧いただけます。
● 健全化判断比率 （単位：％）

区　分

実質赤字比率
一般会計等の実
質赤字の標準財
政規模に対する
比率

連結実質赤字比率
全会計の実質赤字
の標準財政規模に
対する比率

実質公債費比率
一般会計等が負担
する元利償還金な
どの標準財政規模
に対する比率

将来負担比率
地方債残高など、一般
会計等が将来負担すべ
き負債の標準財政規模
に対する比率

健全化判断比率 － － ８．１ ７．４
（早期健全化基準） （１５．０） （２０．０） （２５．０） (３５０．０)

県内平均 － － １０．３ １０４．５
注）　実質赤字額または連結赤字額がない場合は、「－」を記載しています。

● 資金不足比率（公営企業ごとの資金不足額の事業規模に対する比率）
 （単位：％）

区　　分 上水道事業会計（法適用企業）公共下水道事業特別会計（法非適用企業）
資金不足比率 － －

（経営健全化基準） （２０．０）※公営企業ごと
注）　資金不足額がない場合は、「－」を記載しています。

■問財務課
☎820－５６３２

歳出総額を
10万円にた
とえると右
の図の額に
なります。

消防費 ４千円
消防や防災など
安全対策

その他 ６千円
議会活動や農業・
商業の振興

土木費 ９千円
道路、橋、公園など
の整備維持

総務費 １万２千円
交通対策、情報推進、

選挙

公債費 ８千円
町の借入金の
返済

教育費 １万１千円
学校教育や
生涯学習

民生費 ４万２千円
高齢者・障害者・児童福祉・

生活保護

衛生費 ８千円
ごみ処理や公害対策、

健康増進


